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発表 1:大 阪府立図書館 と今井貫ニ

垣口 弥生子

(大阪府立中之島図書館 )

大阪府立図書館の初代館長、今井貫―は、創立期の大阪府立図書館で30年間 (19

03[明治36].4-1933[昭 和8].9)館長を勤めた。その業績を振り返る時、明確な図
書館思想を理論的に領導する功績はなかったかも知れないが、図書館経営という視

点からみれば、図書館が未だ国民生活に根ざしていたとはいえない明治 。大正期に、

大阪人の図書館への支持に応えるべく地方自治体としては破格の大型図書館を実現

した。当時刊行された『図書館総覧』によれば、昭和12年調査で、大阪府立図書館

は閲覧人員総数および 1日 平均とも、帝国図書館を抜いて全国1位 となっている。発

表者は、この時代の大阪府立図書館の果たした役害1を、欧米の図書館を模倣しつつ、

大型図書館がいかに有用な機能を持つかを、大衆の日の当たりに具現したところに

あると考え、以下の諸点にそのサービスの時代的先進性を捉えようとした。

①閲覧席の増加。 開館時の関覧席 168席から順次増やし、1909(明治42)年の室配
置の大変更で計295席、1915(大正4)年の本館増築で閲覧席は、計568席 に増加。

②書庫増築により収蔵冊数の増加への対応を図る。

③1915年の増築で 3階部分に経済商業部・理学工芸部閲覧室を設け、主題室とし
てのサービスを図る。

④目録整備。 今井は欧米視察の際、ALA大 会で議会図書館長パ トナムが説い
た 「図書館利用の便宜をはかるための、全国共通の目録整備の重要性」に大い

に共感し、帰国後、全国の図書館に目録整備をうったえてゆく。

また、発表の結びとして、戦前期 (1904-1944)の大阪府立図書館は、近世以来の



「上方文化」の土壌に支えられた<大阪図書館 >であつたことを挙げ、今後はその

視点からも研究を続けて行きたいことを述べた。

発表 2:記 述独 立方式 と森耕 一 :非基本記入 目録方式の成 立
志保田 務

(桃山学院大学)

1.基本記入批判と相性原理  森耕一 (以下、森)の 目録研究は日本図書館協会 (以
下,」LA)件名標 目委員会参画 (1953)に 始まる。 1955年 の森の「日本 国録規則解説
に対する意見」(『図書館雑誌』vol.49,no.7)を杉原丈夫が「本目対性原理」と表現。

2.記述独立方式の成立  「標 日と記述の分離 :日 録作業の合理化のために」 (『図
書館界』vol,7,no.61955)が 基幹論文。 1957年 「記述独立方式」と森が命名。
3.『 中小都市における公共図書館の運営』 (」LA1963;『中小レポー ト』)から目録

省力化が進む。対策を迫られ JLAは翌年『整理技術テキス ト』を出した。同書に

森はカナだけの標 目を例示 し,JLA目 録委員会の非難を受ける。基本記入方式の

NCR1965年版策定。「テキス ト」はこれとの調整を請われ 「簡素化の手引き」の高1

題を付 し改訂。同書で森は目録委員会に背き、日録の章を記述独立方式で貫いた。

4.NCR新版予備版の成立  1970年 JLAは整理技術全国会議で大阪市立図書館の

事例報告 (石塚栄二)等を聞き、非基本記入方式採用を決定。同年前後 NCR新版
対策か森は「目録の相対性」論文を連発 した。1977年 NCR新版予備版が出された。
5.非基本記入方式の目録規則成立の要因 非基本記入方式の NCR新版予備版成立
は JLAの決断によるが■lDL『 日本全国書誌週刊版』の機械可読化も要因となった。

記述独立方式を代表とする非基本記入方式は,標 目の相対性を実現し,日 録記入
の構造に当為性を注入 した。ただ,森の物理原則を NCR新版予備版が容れた点は
問題を残 した。ICCPを通 して森が出会つたE.ヴェローナの「文献単位 と書誌単位」

(森耕一訳『 Inforlnttion Stticc N.S.』 vol.1,no.3/4,1960)の 訳者前書きで
「書誌

単位」を 「図書単位」と読み替えたのが森が物理単位に進む一因となった。「書誌

単位」は NCR1987年版で実現した。非基本記入方式は1977年 から堅持されている。

森の近代 目録法への貢献は共同研究の石塚栄二,藤田善一と共に高評されよう。

発表 3: 日本最古 の図書館 :「書屋 」再考
小川 徹

1992年のこと、法隆寺金堂の釈迦三尊像の台座の解体修理中、台座下座に使われ

ていた部材に「書屋」「尻官」「幸巳年」などの墨書が発見された。この部材は他

の建物に使われていたものの転用であり、文字は元の建物で使われていたときに書

かれたもので、「書屋」は聖徳太子の文書管理機関、あるいは書物倉かと推測され、

「幸巳年」は 621(推古29)年 と考えられている。報告では、「書屋」は奈良時代

の後官の 「書司」、万葉集の「書殿」、東大寺写書所の 「書堂」から考えて図書館
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としてよいとした。それは、法隆寺が天智期に焼失 した後、金堂が天武 。持統期に

再建され、本尊として運び込まれた釈迦三尊像は、堂内の大きさに比べて小さく、
バランスを取るために大きな天蓋、光背 とともに台座の下座を新たに大きく造った

のではないかと考えられ (そのために台座の上座に比べて下座は大きすぎる)、 そ

こで使われた部材の墨書はその時に近い時期に書かれたものであろう、従つて 「辛

巳年」は 621年の60年あとの 681(天武 10)年であつた可能性は捨てきれないと考
えた。「書屋」は天武あるいは持統期のものであり、聖徳太子と結び付けて考えな

くてもいいのではないか、またあわせて墨書は釈迦三尊像の台座のために法隆寺が

部材を譲り受けたさいのいわば謝礼の送 り先を記 したものであったのではないか、

とも推測 した。

発表 4: 1日 東 ドイツの図書館 と検閲 :

旧国立 ドイ ツ図書館の『 閉鎖書庫』を一例 として

金城 まりえ

(京都大学大学院教育学研究科)
「ドイツ民主共和国」時代の図書館を通して「検閲」に関する法令等は出されて

いないが、1日東 ドイツ時代の学術図書館には通常の利用には供されない蔵書があり、

それらの蔵書には「利用制限」が課せられていた。この図書館蔵書の「利用制限」

に関する法律は第二次世界大戦後に行なわれた「図書館の浄化 (活動)政策」の時に

出されたものが根拠となっている。図書館蔵書の非ナチ化 。非軍事化政策の一環と

して、1945年 9月 15日 にソ連軍 ドイツ管理局から「ジューコフ元帥命令」、1946年 5

月13日 には共同管理委員会から「命令第 4項」が出され、各図書館の図書館長はそ

れぞれの占領地区管理局へ排除された文献を廃棄処分するために引き渡すことが義

務付けられた。しかし命令第 4項の改定が行なわれ、排除文献の一部を研究目的の
ために収集し保管することが認められた。ソ連軍占領地区ではベルリン公共学術図

書館 (後の旧国立 ドイツ図書館)と ドイチェ 。ビューヘライを排除文献の保管場所と

した。 ドイチェ。ビューヘライには「文献検査委員会」が設置され、そこで浄化活
動の指針となる『排除リス ト』が作成され、暫定版と補遺版3冊を含む計4冊が刊行

された。旧国立ドイツ図書館ではツト除文献の保管場所として「閉鎖書庫」を設置し、

研究目的の利用のみを許可した。利用者には学生、学者、政治家、研究所職員、出

版社関係、作家などがおり利用申請をしなくてはならなかった。「閉鎖書庫」は19

61年に「特殊研究目的文献」と改名された。利用制限を伴った蔵書には、ナチ的 。

軍国主義的な内容を持つ文献に加えて、資本主義的、反ボルシェヴィズム、反社会

主義的内容等の文献も含まれていた。
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発表 5120世紀前半期アメ リカ公共図書館論の批判的検討
吉田 右子

(図書館情報大学)

本発表では20世紀前半期アメリカ公共図書館論の分析結果を踏まえ,公共図書館
論の理念的枠組みを導き出すことを試みた。公共図書館が市民を自己学習へ導くこ

とを最前に掲げる教育機関から,市民の多様な知的要求を満たす多目的な文化機関
へと変遷する中で,公共図書館論は公共図書館の理念をどのように記述してきたか
を考察した。

20世紀前半期の公共図書館論は,公共図書館が同時代のコミュニケーション様式
を受容 しサービスを行つていくことを提唱しながらも,思想的には近代公共図書館
成立の根幹に存在する教育的な機能を重視する図書館理念を継承し,さ らにメディ
アの適正な配置とデモクラシーの確立等によって規定される自由主義的コミュニケ

ーション論を導入した。こうした理念を公共図書館論が取り込むことによつて,公
共図書館の最終的な課題は適切な資料の選択の問題へと転換された。すなわち公共

図書館論はメディアを産み出す文化構造や文化再生産についての議論を留保するこ

とで,文化的な葛藤によつて生じる問題を回避することとなった。
発表では公共図書館論が文化構造そのものを研究対象から捨象していたことによ

り,議論されなかった課題を明らかにするためには,批半J理論的アプローチが重要
な示唆を与えることを指摘し,公共図書館とコミュニテイ。メディアの連関を文化
批評の段階にまで展開することで,1940年代の公共図書館論の限界を克服する方向

が可能であることを提示した。最後に文化政治学領域におけるメディア・スタディ

ーズの枠組みに依拠しながら,今後の公共図書館研究における批判的研究の展開可
能性を討究した。

発表 6:パ ブ リック 。フオーラム としての公立図書館 :歴史的展 開
前田 稔

(筑波大学大学院法学研究科)

パブリック・フォーラム論は公共の討論の場所に憲法上の保護を与える概念的枠

組みとして、アメリカ憲法判例上発達した。本発表では公立図書館は蔵書群と利用

者が静穏に討論を行う場であるととらえ、パブリック・フオーラム論を援用し、公

立図書館は原則として、価値判断をまじえずに、あらゆる知識ないし資料を提供す

る義務をもつものと解する。このため相互貸借 。インターネットの提供に際しては、

図書館は価値判断を加えてはならないと考える。ただし予算 。書架スペースの制約

がある以上、図書の購入 。除去については、表現者が立脚する特定の見解の排除を

行うのでなければ、図書館職員にはその職責として内容を参照する裁量が認められ

ると考える。

もっとも連邦最高裁判所は歴史的にパブリック 。フォーラム論を限定的に使用し

てきた。道路 。公園における表現活動を、政府の「規制」から保護するという従来
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の枠組では、公立図書館にパブリック・フォーラム論を適用することは困難である。

しかし1990年代後半から連邦最高裁判所は言論活動の「助成」に理論の対象を拡大

したと分析するならば、公立図書館にたいしてもパブリック・フォーラム論を法解

釈上援用しうるという結論に至る。

2001年 度  日本図書館文化史研究会 総会報告

議長に山本順一氏 (図書館情報大学)を選出した後、議事に入つた。

先ず、次期運営委員に下記議案 3の通り7名を選出した。選出された次期運営委

員は別室で代表と事務局長を互選するための協議に入つた。

総会は、この間に議事を進め、2000年度の活動報告と決算報告を承認し、2001年

度活動計画ならびに予算案も承認した。

互選により代表には阪田蓉子氏 (明治大学)、 事務局長には小黒浩司氏 (作新学院

大学女子短期大学部)が選出された旨報告がなされ、拍手をもつて承認 した。阪田、

小黒両氏から挨拶があつた。運営委員の任期は2002年 4月 から3年間である。なお、

監事については新運営委員より、人選を行いニューズレターで報告することにより

承認を得たい旨提案され了承された。

学術会議に研究団体として登録する件について (議案 4)、 原案通り可決され次期

運営委員により申請作業が行われることになった。

20周年記念事業について (議案 5)、 実行委員会から進捗状況の説明があつた。機

関誌の20周年記念号の目次案 (仮)が示され、了承された。12月 末を締め切 りとし

て原稿を集めるので協力を得たい旨依頼があつた。

議案

1.2000年 度報告  (資料はニューズレター 76号掲載)
a.決算報告
b.活動報告
2.2001年 度活動計画 (案 )
a.2001年 度活動計画案
①機関誌『図書館文化史研究』No.18(2001)の編集

。刊行

2001年 9月 28日 刊行

②『ニューズレター』の編集・刊行 (No.76‐ 79の 4回、No.76‐ 77は刊行済)

③第18回研究集会・総会 (京都)の開催 (2001.9.8‐ 9)

④研究例会の開催

関東地区で従来通り年 3回を予定 (第 1回は6.16開催済)

関西地区でも、開催できるよう努力したい。

⑤運営委員会の開催  必要に応じて開催。第 1回は5。 10開催済

L
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b.2001年 度予算案 (2001.4～ 2002.4)
(資料はニューズレター 76号掲載)

3.次期役員の選出  (2002年 度～ 2004年 度)
運営委員候補 石井敬三、大沼宜規、小川徹、奥泉和久、

小黒浩司、阪田蓉子、中林隆明  (50音 順 )
監 事 候補 未定

4.日 本学術会議に学術研究団体として登録する件について

昨年の総会で 日本学術会議への学術研究団体登録申請をしてはどうかとい う

意見が出た。その後ニューズレター 74号で意見を募 り、日本学術会議に対 し

具体的な手続きについて問い合わせを行った。会員からは、格llJの反対意見は

出されていない。

5。 20周年記念事業の推進について
機関誌 19号 (2002年 9月 刊行予定)を 20周年記念号とする。

20周年記念集会及び記念パーティーの開催 (開催地は東京 )
具体案は今後詰めていく。 (たたき台はニューズレター 74号掲載 )

事務局報告

機関誌発行予定。

会員数

項 目別支出一覧

事務局費 (8,404)

会議費     1,732    2000.4.29  於 :京都 (監査)

消耗品費    3,402    2000.11.5  宛名シール購入

通信費      870    2000.9.18  入会案内資料発送
2,400    2000.9.21  葉書、切手事務局用
小計  3,270

ニューズレター (117,962)

No.72     12,120    2000.5。 13 編集印刷
12,220    2000.5.15 送料
/1ヽ言+ 24,340
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No.73     18,475    2000。 8.5  編集印刷
13,160        2000。 8.5    i当米斗

小計 31,635

No.74     13,632    2000.11.18 編集印刷
12,000    1999。 11.18 送料
/1ヽ言+  25,632

No.75     23,395    2001.2.7 編集印刷 (含む名簿)
12,960    2001.2.7  送料
小計 36,355

機関誌刊行費(216,867)

編集費     4,000    2000.4.9  原稿コピー作成
1,950    2000.4.10  原稿コピー発送
1,800    2000.4.19  原稿コピー発送
2,450    2000.4.23  原稿コピー作成
1,350    2000.4.24  原稿コピー発送
630    2000.6.1  大封筒原稿用購入
1,800    2000.6.1  原稿コピー作成
2,350    2000.6.1  原稿コピー発送
760    2000。 6.5  最終原稿発送
662    2000.8.26  中封筒購入 (納本等発送用 )
3,270    2000.9.9  小黒氏立替分精算

/Jヽ言+  21,022

発行費用   166,085    2000.8.28  日外支払い (委託送料含む)
1,050    2000.8.28  事務局発送分送料
620    2000.10.11 納本等送料

小計 167,755

抜刷費用    5,250    2000.8.28  抜刷用折本 (日 外)
21,420    2000.10.3  抜刷製本
1,420      2000.10.5   J友 刷送料

/1ヽ言+ 28,090  
´

研究会運営費 (5,800)

研究集会・総会 2,400    2000.9,8  総会用資料作成

研究例会    1,000    2000.6.17  関東地区研究例会資料作成
2,400    2000.7.22  研究例会打ち合わせ

小計 3,400
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次期運営委員決定

別項の総会報告にもありますように、次期運営委員が次のように決定しました。

(任期は2002年4月 より3年間)

代  表     阪田蓉子 (明治大学)
事務局長     小黒浩司 (作新学院大学女子短期大学部)
運営委員     石井敬三 (大阪府立大学工学部図書室)

大沼宜規 (国立国会図書館)

小川 徹 (元 。法政大学)
奥泉和久 (横浜女子短期大学・総務部)

中林隆明 (東洋英和女学院大学)

よろしくお願いいたします。

2001年 度研究集会収支報告
収支決算は以下の通りとなりました。ご了承ください。

研究集会

収入

参加者 41名
会 員   500× 24=12,000

非会員  1,000× 6= 6,000
計 18,000円

発表者 6名 と会場設営等お手伝いいただいた京都大学の大学院生の方

5名 は参加費免除としました。

支出
コ ピー 代   12,733
送料        740 (京 都市観光局地図送料着払い )

お茶・紙 コップ  2,310
計  15,783円

・      残金  2,217円
懇親会

23名 の参加がありま した。
6,000× 23=138,000円
参加人数分ぽつきりでお願い しま した。
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オプショナルツアー

22名 の申込があ りま した。
不参力日となった 2名 の方の参加費は返金 しませんで した。

当日朝、台風接近のため不参加 となった 3名 の方の参加費はご厚意によ

りご寄付いただきました。

収入

3,000× 17=51, 000
3,000X3 = 9, 000 (寄 付 )

2,000× 2=4,000(申 込金 )

計  64,000円

支出

55, 000 バスレンタル、運転代行、保険、燃料代全て含む
8,400 見学先への進物お菓子 (含む税 )

計  63,400円
残金  600円

以上の残金、及び懇親会 2次会の残金 (2, 140円 )を寄付する旨の申し出が
ありましたので、合わせて研究会会計に寄付 として入金いた します。

「京都オプシ ヨナル ツアー」 に参加 して

小りll徹

今年の京都での研究集会総会の日玉は、その翌 日の事務局長石井敬三さん企画実

行のオプショナルツアーでした。当日、台風が近づき参加を断念したり、途中で帰

った方もいましたが、 13名 、最後まで石井さんの簡にして要をえたガイ ドに堪能
|  しつつ最後までツアーを楽しみました。
先ず、同志社の構内の古きよき建物、1886(明治19)年に作られたアメリカン・ ゴ

シック様式の礼拝堂ほかを見学。案内役の学生がいたのにはびっくり。それだけの

ものがあり、見学者も多いのですね。

ついで京都大学人文科学研究所、北白川の分館の見学。現在は漢字情報研究セン

ター。建物は 「スペインの僧院を模 したロマネスク様式に東洋風を加味した」 (パ

ンフレット)なかなかのもの。そ してその書庫。真ん中は吹き抜け。四月の 3層の

がつしりした構造の書架が見渡せます。そのいわば手の届く範囲にぎつしりつまっ

ている典籍。そして閲覧机。これらは東洋学の重さを実感させました。

次に京都府立総合資料館、ぼう大な蔵書のなかから今でもすぐれものが出現する

(先 日は「朝鮮通信使行列図」が発見 )。 まず国宝東寺百合文書の一端を見ました。

石井さんは、解説のある著名な文書の展示を依頼 し、その解説をプリン トして下さ
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る気配りのされよう。一同そのプリントを手にし、説明をお聞きしながら、現物を

つぶさにみることができました。その後図書館部分へ。書庫の見学。多様な京都関

係の資料の集積。さすがです。ただ職員の方ははしばしにいたるまでの資料の収集

は無理といつておられました。困難はあるでしょうが、可能な限りあつめて後世に

残してほしいものです。

最後に陽明文庫。洛北宇多野の山中。雨の中。バスは途中まで。少々歩いて文庫

に。そこに二棟の収蔵庫。手前の庫の展示室で国宝の御堂関白記など何点かの貴重

な書などを、文庫長の名和修さんの説明を受けつつ見る事が出来ました。

さてこのツアー、研究会がまたひとつふくらみをもつことができました。石井さ

ん、そして石井さんとともに裏方を務めてくださった深井耀子さん、ありがとうご

ざいました。               ・

<資料紹介 >
Suzanne Hildenbrand, Rθ θル′″″g ttθ

″b″θ″f7P(Norwood, NJ:Ablex Pub.,

И″″た鋼 Zブb“ωγ Pαs″ ″ンブ″偲 ″θ
1996)

田口 瑛子

(京都精華大学)

刊行後 5年以上たっているので新刊紹介とはいえないが、日本でも英語圏でも類

書がないと思われるので、ここに紹介する。

標題が内容を的確にあらわしている。アメリカ図書館史に書かれてこなかった女

性をとりあげた論文集である。編著者ヒルデンブラン ドは1章で、図書館史は図書

館政治学の影響が強く、歴史学の主流からはずれているだけではなく、図書館女性

を扱ったものも女性史の主流からもはずれている、遅れているとい う。 1部 7章で図

書館ハース トーリーをとりあげ、2部4章では知的自由などの図書館専門職のいくつ

かの問題をジェンダーという視点から分析 している。

フェミニス トたちは 「歴史」histo7は his storyで、人口の半分である女性をほと

んど反映 していないと主張する。そこからhisで はなく hcr story、  hcrstOryが 必要

だと要求 し、フェミニス ト歴史学者はそれにこたえる研究を蓄積 してきている。

図書館史の分野ではどうであろうか。数の上では女性が多数派である図書館界で

ハース トー リーがないわけではないが、十分に多いとはいえない。ジェンダーの視

点から図書館史をとらえなおすことが大切であるが、 (遅れている図書館史では)

ハース トー リーもいまだに重要であるとヒルデンブランドはいう。

本書がとりあげているのは都市部白人中産階級アングロサクソンの図書館員だけ

ではない。アン 。キャロル 。ムーアやキャサ リン 。シャープは日本でも知 られてい

るが、他はほとんどの読者には未知の図書館員であろう。たとえば、新 しい女アデ

レー ド・ハッセは政府刊行物とい う分野を初期に開拓 した。西部の土地付与カレッ

ジで、ほとんどなにもないようなところから図書館をうくり、その発展に尽くした
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女性たちが、キャンパス と地域ではた した役割も興味深いものである。「ジーン 。

ブラックウェル・ハ トソンとショーンバーグ黒人文化研究センター」は差別的な時

代に成長した黒人女性が世界でも有数のアフリカ系文化の専門図書館を発展 させて

いく生き生きとした物語である。「プラット・インスティチュー ト図書館学校」の

ジョセフィーン・ ラスボーンの学校をまもる戦いは “ウィリアムソン報告"の隠さ
れた目的を浮かびあがらせる。

『文化の使徒』 (デイー・ギャリソン著 日本図書館研究会,1996)は それまで
の他の図書館史の著作と比較すれば、多数の女性をとりあげている。 しかしフェミ

ニス ト図書館学研究者 と図書館員は、初めて女性を多数図書館史に登場させたギャ

リソンの功績を認めつつも、アメリカ図書館の成功物語である児童サービスを矮小

化し、図書館職の発展に女性化の及ぼした否定的な影響を言い立てるギャリソンを、

性差別の被害者である女性を非難 している(vi∝im beatillg)と 指摘する。この『文化

の使徒』をのりこえるためにも、ヒルデンブランドをはじめとする図書館女性 12名

による「アメリカ図書館史に女性を書きこんだ」本書の功績は大である。

一方日本では図書館女性史も図書館女性を研究対象にした論文もきわめて少な

い。そのなかで、「図書館人たちの饗宴 :第二回 児童図書館員のパイオニア 。小
河内芳子」 (名取二三江著『 図書館の学校』2001年 8月 号)は 日本における数少な
い図書館女性のハース トーリーとして大いに注目にあたいする。同様なこころみが

積み重なることを期待する。

◎関東地区研究例会 (2001年度第 2回 )お知らせ

日時 12月 15日 (土) 15:00～ 17:00
場所 法政大学ボワソナー ドタワー 12階 1201室
発表 石井 敦 :図書館史研究会発足前後のいきさつ

問い合わせ先 :小黒浩司 (作新学院大学女子短期大学部 )

稿 募 集

「ニューズレター」の原稿を募集 しています。

研究に関する情報、書評なんでも結構です。 (できるだけワープロで、

MS一 DOS標 準テキス トの原稿を)事務局 (石井)あてお送りください。
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会員動向

新入会員

住所訂正

事務局より

9月 の研究集会で 1日 日あるいは 2日 目のみご参加の方で、参カロされなかった日

の資料を受け取っておられない方は、事務局までご一報いただければ郵送させてい

ただきます。ご遠慮なくお申しでください。

2002年 4月 に事務局が移転します。引継作業を軽減するため、2001年 度
会費の納入にご協力ください。未納となっている方には、今回早期納入お願いを記

した紙片を同封いたしました。また 3月 末から4月 前半の会費納入は避けてくださ

い。 5月 のニューズレターがお手元に届いてから次年度会費を納入していただけれ

ば作業がスムースです。

住所変更等についても、早めに事務局にお知らせください。

日本図書館文化史研究会 事務局 石井敬三
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